
いのちを守る教育推進プラン
千葉市を日本のシアトルに！

千葉市医師会
協力  千葉市消防局・千葉市教育委員会



　心停止からの救命率※１は、ほとんどの大都市では１０％以下ですが、
シアトルでは何と４０％前後です。心停止の場所で、人の生死が決
まって良いのでしょうか？
　そこで「千葉市を日本のシアトルに！！」と言う千葉市医師会活動を
２０１０年１２月より開始しました。
　心肺停止から１０分以上経過すると、ほとんどの命は助かりません。
救急車到着平均時間は約８分ですから、救急車が到着する前にバ
イスタンダー※2CPR※3を行ったほうが救命率が高くなります。【誰がでは
なく、誰でもいいから、いかに素早くバイスタンダーＣＰＲをするか】という
救命の連鎖※4が重要であり、シアトル市民の【倒れている人を助けよう
と言う意識の高さ】と市民の半数以上が救命講習受講者であること
が救命率の高い理由です。
　「救命率の向上」を目指すためには、ライフサイクルのより早い段階
からのバイスタンダーの養成が不可欠です。シアトル市では1970年代
後半から、市内の公立中学校の中学１年生に対しての「救命講
習」を学校の授業プログラムの必須科目として実施していった結果
が現在のバイスタンダーの養成の大きな力となっています。
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1 千葉市を日本のシアトルに！背景と目的

※1救命率 心臓疾患が原因で心肺停止となった人を、
一般市民が目撃してから1カ月以上、
生存した症例の率。

「早い１１９番通報・早い心肺蘇生・
早い除細動・二次救命処置」

※4  救命の連鎖

bystander. 救急現場に居合わせた人。※2バイスタンダー

※3 CPR(cardiopulmonary resuscitation)　　　心肺蘇生



2「いのちを守る教育推進プラン」

平成２３年度に、小５・中２・高１を対象とした「いのちを守る教育推進
プラン」のモデル事業が開始されました。実施校を拡充していくことによ
り、ライフサイクルのより早い段階で３回以上の救命講習を受ける環境
を整えます。

専門医監修のもと指導用ＤＶＤを作成し、平成２４年度以降、全ての
千葉市立学校で指導可能にします。また、研修会・講習会を開催し、
指導者の育成も行います。
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※ 写真はイメージとなります

「いのちを守る教育推進プラン」

指導用ＤＶＤ教材の製作及び指導者の育成



市民の最低３０％以上が、自信を持って質の高い救急蘇生を

出来るようになることが必須。

最低３０万人以上の方が３回以上救命講習を受ける。

千葉市がシアトルになると？

千葉市がシアトルになる為には？

死を考えることで生が輝く、教育効果。

受け身の医療でなく、前向き医療を。

市民が暮らしたい町になる。

貴重な人的資源の喪失が減少する。

千葉市の経済的市場価値が高まる。
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千葉市救急システムの維持。
学校における命を守る教育推進プランの支援活動。
ＩＣＬＳ研修サイトの設立。
救急医研修会の常設。

千葉市消防局は、年に何と約1万人以上に指導中です。
このままでは３０％の市民が３回救命講習を受けるのに９０年かかります。
そこで、「いのちを守る教育推進プラン」が開始されました。

小中高の授業で救急蘇生を受ければ、千葉市内
の小中高で、年２４０００名集団指導できます。消防
局と合わせて、合計３４０００名。何と、市民の３０％達
成は３０年後になります。しかし、救急蘇生練習用の
マネキンが足りません。

小中高生徒が
知的好奇心に溢れ、
感受性豊かな時期に
教えるべきです

千葉市と医師会の連携で
千葉市を日本のシアトルに！
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そこで、千葉市医師会が準備させて頂きました。

市の人口※は
963,750人
※2014年4月1日時点

一般市民の方で救命講習を習いたい方は、
是非、次ページの千葉市消防局WEB講習を申し込みましょう。
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このたび消防局では、

「応急手当WEB講習」にアクセスしてe-ラーニングを修了し、

実技講習を受講した場合「普通救命講習修了証」を発行することとしました。

通常、普通救命講習は180分のカリキュラムですが、

ｅ－ラーニングを受講し90分の実技講習を受けることで

普通救命講習と同等の修了証が発行されます。

是非、この機会にチャレンジしてみましょう！

消防局e-ラーニングのページはこちらです。

http://kyukyu-chiba.jp/e-learning/
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応急手当WEB講習
千葉市消防局では「応急手当WEB講習」にアクセスしてe-ラーニングを修了し実技講習を受講した
場合「普通救命講習修了証」を発行することとしました。通常、普通救命講習は１８０分の講義ですが、
WEB講習を受講することで９０分の講習でOK！となります。是非、この機会にチャレンジしてみましょう。

応急手当ＷＥＢ講習 実技
（90分）

普通救命講習修了
（１８０分）

「パソコン版」「タブレット
ＰＣ版」「スマートフォン版」
のどちらかを選びｅ‐ラー
ニングのスタートです。

応急処置の知識がある方であれば概ね３０分か
ら４０分、未経験者ですと５０分程度要します。
パソコンであれば最後に「受講証明書」を印刷、
スマートフォンであれば「受講証明書」を画面保
存して、講習会場に持参して下さい。確認後に短
時間講習（９０分）を受講すると普通救命講習を受
講したこととなり、修了証を発行します。

千葉市消防局ホームページの講習会の案内

と で

「応急手当ＷＥＢ講習」
をクリック
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メディア掲載事例
2014年4月20日の千葉日報「ちばオピニオン」に掲載されました。


